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第 5 章では， き裂発生後のき裂伝播条件に及ぼす伝播部の塑性変形の影響を明らかにするため，予ひずみを与えた
中央切欠き平板によるき裂伝播実験ならびに有限要素法による理論解析を行い， き裂伝播時のき裂先端開口角に及ぼ
す予ひずみの影響を示すとともに，実用的なき裂伝播の数値シミュレーション解析法を開発しているo




第 7 章では，第 6 章まで明らかとなった船側構造の衝突強度評価法を実船構造に展開する方法を明らかにし，重量














(3) 構造不連続部からの延性き裂発生条件を表すパラメータとして，相当塑性ひずみに応力 3 軸度の影響を考慮した
延性損傷パラメータを用いた評価法を提案し，その有効性を多数の模型実験と詳細な有限要素解析により明らかにし
ている。
(4) き裂発生後の伝播条件に対するき裂が発生するまでに受けた塑性変形の影響を明らかにするとともに， き裂伝播
挙動の実用的な解析法を提案し，その有効性を明らかにしている。
(5) 非線形変形挙動， き裂の発生・伝播挙動を考膚した衝突強度評価法の有効性をダブルハル船側模型に対する剛体
船首突入実験と数値シミュレーションにより実証している。
(6) 上記衝突強度評価法を展開し，実船の衝突強度推定に適用する方法を実例により明らかにしている。
以上のように，本論文は理論解析による船側構造の衝突強度評価法を確立し，実験によりその有効性を実証してお
り，衝突に対する船舶の構造力学および安全工学の発展に寄与するところが大きし」よって，本論文は博士論文とし
て価{直あるものとえまめる。
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